平成21年度 第５回理事会議事録
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OP第5－09－05号
日　時　　平成21年9月26日　(土)　10:00～17:00

会　場　　全菓連ビル　　フォーシーズ本社会議室
参加者　　国見副会長、周東監事、濱本理事長、奥村理事、丸田理事、
荒川理事、濵田理事、榊原理事、長堀理事、田中理事、矢野理事、牟田口理事、河内理事
議事録　　作成者　河内　確認者　矢野理事(東日本)　濱田理事(西日本)
議事　　　議事次第に沿って以下の議題について議論した。
議題１　　OP級全日本選手権大会について（新型インフルエンザの対応について）
　　　　　現在新型インフルエンザが蔓延しており、学級閉鎖も相次いでいる状況であるため①大会会場でのインフルエンザ対策、②学級閉鎖中の全日本大会出場可否について議論し以下の結論を得た。
1 －１　大会会場（ハーバー）には消毒アルコール等は用意されている。
2　各クラブコーチに選手の健康チェック（検温等）を依頼し、発熱者の出場は見合わせてもらう。
3　その他、せきエチケット等、一般的なインフルエンザ対策啓蒙のための貼り紙等実施する。
2 －１　学級閉鎖中の選手の出場可否については、学校側に委ねる。
　 2　上記について、学校側への選手派遣依頼文書に明記する。
　　　　　また、２０１０全日本の準備状況についての報告がなされた。
（主な報告内容）
· 大会運営を藤沢市民および江ノ島ヨットクラブジュニアにて実施する。
· 開催地枠の配分。
· 各賞、トロフィーの刻印等について。
　　　　
議題２　　最終選考会・２０１１全日本について
　　　　　現在までの立候補状況は以下の通り。
　　　　　最終選考会　　：立候補なし
　　　　　２０１１全日本：光
議題３　　全日本選手権大会、最終選考会の開催日程見直しについて
　　　　　ＯＰは義務教育の小学生、中学生のスポーツであり、レース出場のために学校を休ませることは極力避けたほうがよいとの考えから、大会開催日程等の見直し案がレース委員会から提出された。
　　　　　（提案概要）
1 全日本を８月第３週に行う。
2 それに伴い、東西大会を７月第４週に行う。
3 関東、中部東海、近畿、中四国、九州、東北地区にそれぞれ大会枠を配分し、各地のレース枠はその地区で配分してもらう。
　　　　　本提案について議論した結果、総会に諮ることとした。
　　　　　なお、他艇種大会との競合については、OPがヨットへの入門クラスであることを鑑み、可能な限り他の艇種大会に参加できるよう調整することとした。（今後JSAF等と協議したい）
議題４　　スポーツ拠点づくり推進事業について
　　　　　理事会にて、別府を拠点として推薦することを票決したが、その過程で票数が２分したことから、再度総会で総意を図ることとした。
　　　　　理事会としては、東、西の水域にこだわりがあるわけではなく、協会の存続のため、本事業へ応募することを再度説明したい旨確認した。
議題５　　総会について
　　　　　総会の準備のため、事業報告、決算報告、事業計画、予算案が話し合われた。
　　　　　議題４にもあるとおり、協会運営資金が苦しく、積立金を取り崩す状況にあり、資金獲得策の検討を急ぐ必要があることを確認した。
　　　　　経費削減のため理事会の開催時期を調整し、回数を減らすことで合意した。
議題６　　その他
1 現在監事が１名欠員であるため、今回の総会で適任者を選出したい。
2 ナショナルチームに報告をお願いしているが、ワールド、北米からの報告がない。早急に報告していただきたい。
3 各クラブへ、選手登録、オペスタ登録をお願いしたい。
　　　　　
以上
次回の理事会は総会中に実施予定
